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会報
新年号

｢銀世界で輝く、黄金色のスペーシア」　撮影者　柳田直人
(第12回「東武鉄道のある風景」「ＳＬ大樹のある風景」フォトコンテスト「東武鉄道のある風景」部門　最優秀賞）
県内７商工会（西方、粟野、足尾町、大平町、藤岡町、岩舟町、都賀町）も加盟する「東京都心・羽田空港直通電車推進期成同盟会」は地域
振興及び経済発展を図るべく東武日光線と羽田空港アクセス線（仮称）の直通運転の実施を要望している。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令

和
８
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
県
商
工
会
連
合
会
な
ら

び
に
各
商
工
会
の
活
動
に
対
し
、
深
い
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
改
め
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
原
材
料
費

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
止
ま
り
、
人
手

不
足
の
深
刻
化
、
円
安
や
米
国
の
相
互
関

税
に
よ
る
コ
ス
ト
増
、
さ
ら
に
は
消
費
行

動
の
多
様
化
な
ど
、
厳

し
い
状
況
が
続
き
ま
し

た
。
加
え
て
、
物
価
上

昇
に
伴
う
節
約
志
向
の

高
ま
り
や
デ
ジ
タ
ル
化

へ
の
対
応
の
遅
れ
、
資
金
繰
り
の
ひ
っ
迫

な
ど
、
地
域
の
事
業
者
は
多
く
の
課
題
に

直
面
し
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
10
月
に
開
催
し

ま
し
た
「
商
工
会
法
施
行
65
周
年
記
念
栃

木
県
大
会
」
に
お
い
て
、
地
域
に
根
差
す

事
業
者
と
し
て
の
『
三
つ
の
決
意
』
を
満

場
一
致
で
次
の
と
お
り
ご
承
認
い
た
だ
き

ま
し
た
。

一
、
地
域
住
民
の
生
活
を
維
持
し
、
雇
用

と
賑
わ
い
を
創
出
し
、
地
域
経
済
を
支

え
る

一
、
事
業
を
次
世
代
へ
と
承
継
し
、
技
術

や
伝
統
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
り

続
け
る

一
、
組
織
一
丸
と
な
っ
て
課
題
解
決
に
取

り
組
み
、
稼
ぐ
力
を
強
化
し
、
事
業
の

持
続
的
発
展
を
果
た
す

　

人
口
減
少
に
伴
う
経
済
規
模
の
縮
小

や
地
域
の
活
力
低
下
が
進
む
商
工
会
地
域

に
お
い
て
、
地
域
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に

は
、
私
た
ち
商
工
会
員
が
地
域
に
根
差
し

た
事
業
を
継
続
し
て
展
開
し
て
い
く
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。

　

現
在
、
地
域
経
済
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
投
資
や
賃
金
を
中
心
と
し
た
”30
年

ぶ
り
の
潮
目
の
変
化
“
の
時
期
に
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
変
化
を
前
向
き

に
捉
え
、
事
業
者
が
地
域

の
強
み
や
個
性
を
活
か

し
た
持
続
可
能
な
取
組

を
進
め
る
こ
と
が
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
重
要
に
な
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
次
世
代
を

担
う
若
手
起
業
家
、
地
域
に
新
た
な
価
値

を
も
た
ら
す
女
性
・
シ
ニ
ア
層
の
活
躍
、

多
様
な
働
き
方
へ
の
対
応
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
な
ど
、
時
代
の
潮
流
を
踏
ま
え

た
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
、
県
商
工
会
連
合
会
と
県
内
33

商
工
会
は
、
「
地
域
の
事
業
者
に
最
も
近

い
支
援
機
関
」
と
し
て
、
課
題
解
決
を
は

じ
め
、
事
業
者
の
特
性
・
強
み
を
活
か
し

た
経
営
計
画
の
策
定
、
地
域
の
社
会
課
題

解
決
を
目
指
し
た
事
業
の
創
出
、
新
た
な

需
要
が
期
待
さ
れ
る
地
域
資
源
の
有
効
活

用
な
ど
、
「
稼
ぐ
力
」
の
強
化
に
向
け
た

支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
共
に
、
地

域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
産
業
振
興
に
寄
与

す
る
た
め
、
行
政
や
関
係
機
関
と
も
一
層

の
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
会
員
の

皆
様
に
は
、
前
述
し
た
『
三
つ
の
決
意
』

を
共
有
い
た
だ
き
、
地
域
の
持
続
化
に
向

け
、
引
き
続
き
商
工
会
活
動
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
会
員
の
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、
希
望
に
満
ち
た
飛
躍
の
一
年
と

な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

当
初
の
目
標
を
大
き
く
上
回
る
５
万

人
の
来
場
者
を
お
迎
え
し
、
と
ち
ぎ
の

豊
か
な
自
然
や
文
化
・
歴
史
、
食
等
の

魅
力
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
県
内
外
へ
の
本
県
の

魅
力
発
信
に
取
り
組
み
、
観
光
誘
客
の

促
進
等
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

一
方
、
長
期
化
す
る
物
価
高
騰
や
米

国
の
関
税
措
置
に
つ

き
ま
し
て
は
、
県
民

生
活
や
県
内
経
済
へ

の
影
響
を
最
小
限
に

と
ど
め
ら
れ
る
よ
う
、
国
の
総
合
経
済

対
策
に
呼
応
し
、
関
係
機
関
と
も
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
迅
速
か
つ
積
極
的
に

対
応
し
て
参
り
ま
す
。

　

現
在
、県
で
は
栃
木
県
重
点
戦
略「
と

ち
ぎ
未
来
創
造
プ
ラ
ン
」
に
続
く
、
令

和
８
（
２
０
２
６
）
年
度
か
ら
５
年
間

の
県
政
の
基
本
指
針
と
な
る
次
期
プ
ラ

ン
の
策
定
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
次
期

プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
本
県
の
目
指
す
将
来

像
「
共
に
創
る 

人
も
地
域
も
輝
く 

”元

気
な
と
ち
ぎ
“」
の
実
現
に
向
け
、「
人

づ
く
り
戦
略
」、「
産
業
成
長
戦
略
」
な

ど
５
つ
の
重
点
戦
略
に
よ
り
、
次
の
世

代
に
つ
な
げ
る
取
組
を
積
極
的
に
進
め

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
官
民
連
携
に
よ
る
「
栃
木
県

人
口
未
来
会
議
」
が
、
人
口
減
少
と
い

う
「
静
か
な
る
有
事
」
を
乗
り
越
え

る
た
め
に
取
り
ま
と
め
た
「
と
ち
ぎ
人

口
減
少
克
服
宣
言
」
や
延
べ
64
の
取
組

項
目
か
ら
成
る
「
栃
木
県
人
口
減
少

対
策
マ
ン
ダ
ラ
チ
ャ
ー
ト
」
を
踏
ま
え

た
様
々
な
施
策
を
次
期
プ
ラ
ン
に
位
置

付
け
た
上
で
、
行
政
、
企
業
、
団
体
な

ど
、
官
民
の
力
を
結
集
し
、
全
県
一
丸

と
な
っ
て
、
人
口
減
少
・
少
子
化
対
策

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
女
性
や
若
者
が
活
躍
で
き

る
環
境
を
整
え
、
選
ば
れ
る
と
ち
ぎ
づ

く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
経
済
・

雇
用
を
牽
引
す
る
産
業
の
創
出
・
振
興

や
県
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド

力
向
上
等
に
よ
り
本
県

経
済
の
活
性
化
を
図
る

ほ
か
、
医
療
・
介
護
提

供
体
制
の
充
実
・
強
化
や
災
害
等
の
危

機
事
象
に
強
い
地
域
社
会
の
構
築
等
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
県
立
美
術
館
、
図
書
館
及

び
文
書
館
の
３
施
設
を
、
本
県
の
文
化

振
興
の
中
核
と
し
て
一
体
的
に
再
整
備

す
る
「
文
化
と
知
」
の
創
造
拠
点
整
備

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
整
備
構
想
を

踏
ま
え
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
前
提
と
し
て
、
施

設
整
備
、
管
理
・
運
営
計
画
等
に
つ
い

て
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
令
和
14
（
２
０
３
２
）
年

度
中
の
開
館
を
目
指
し
て
、
着
実
に
推

進
し
て
参
り
ま
す
。

　

社
会
が
大
き
く
変
化
す
る
中
に
お
き

ま
し
て
も
、
時
代
の
潮
流
を
的
確
に
と

ら
え
、
県
民
の
皆
様
と
共
に
課
題
解
決

を
図
り
な
が
ら
、
誰
も
が
未
来
に
夢
や

希
望
を
抱
き
、
豊
か
さ
と
幸
せ
を
実
感

で
き
る
と
ち
ぎ
づ
く
り
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
御
理
解
と

御
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
希
望
に
満
ち

た
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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的
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の
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な
し
」

「
商
工
会
員
の
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的
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」

「
商
工
会
員
の
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的
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て
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」
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」

栃木県

知 事　福田  富一
栃木県商工会連合会

会 長　薄井  正明

　

商
工
会
会
員
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
年
頭
に
当

た
り
ま
し
て
、
私
の
所
信
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
開
催
さ
れ
た
大
阪
・
関
西
万
博

で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
参

加
型
・
体
験
型
の
本
県
展
示
ブ
ー
ス
に
、
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2026年
商工会長

今年の目標・抱負今年の目標・抱負今年の目標・抱負今年の目標・抱負

井 戸 道 廣
〔粟野〕

笑顔で結ぶ
豊かなまちへ

長　 光 博
〔下野市〕

頼れる、頼られる
商工会会員満足
度の向上

東 泉 清 寿
〔矢板市〕

地域振興は
商工会から

荻 原 幸 一

小さくとも心を
一つに前進

石 川 陽 一

成長を諦めない

赤羽根 信行

持続可能な
地域社会の実現

池 田 章 二

支え合いで
輝く地域を
実現！

郡 司 昌 尚

ハイパーローカル
の姿勢で臨む

青 木　 剛
〔商工連〕

水は方円の
器に随

したが

う

手 嶋 崇 夫
〔茂木町〕

飛躍に向け
天馬の如く
のびやかに

山 田 祐 子
〔県女性連〕
時の縁で
喜びを
つなげよう

髙 橋 栄 一

今を変え、
未来を拓く
行動力

塚 本 裕 昭

会員企業の
「稼ぐ力」
を支援

三 室 一 男

共創による
地域力の向上

小 峰 直 人

気遣い
気配り
思いやり

大 関 輝 雄

会員加入促進と
創業の支援

大 森 順 一
〔小山市おもいがわ〕

会員によりそい、
進化する商工会

越 沼 哲 士
〔湯津上〕

会員の明るい
未来を共に
拓きます

高根沢大地
〔県青連〕

戮
りくりょくきょうしん

力 協 心
～仲間と共に～

鶴 見 秀 昭

午午午、うまい
が一番健康生活

早 瀬 一 男

地域経済の成長と
会員企業の発展

寺 内　   浩

会員の維持、
確保に全力を！！

小 倉 久 緒

飛躍の年！
未来に向け
チャレンジ

中 村 恵 之

謹賀新年　
みんなで創る
那須烏山

大倉 太喜生

商工会会員は連帯
する仲間である

佐 藤 金 司
〔高根沢町〕

神馬にあやかり
商売繁盛を！

郡 司 岳 尊
〔塩谷町〕

共創で地域を
元気に

伊 藤 邦 夫
〔藤岡町〕

地道に着実に
続けて飛躍に
繋げる

田 中 美 雄
〔 足利市坂西〕
賑わいの創出と
会員への
伴走支援

菅 沼　 清

地域と共に歩み、
未来の扉を拓く

吉 田 宗 司

地域活性化の
成果を上げる
年に！

藤 崎 英 治

地域活力の創出
に尽力する

塚 本 正 道

未来志向の体制
整備で会員支援

人 見 和 夫

このままでいけな
いと思っている

田 川 治 道

ＬＲＴの活用と
地域商工業の
活性化

壬生町

氏　家

黒　羽

 都賀町

那珂川町

佐野市あそ

野木町

岩舟町

那須烏山

西那須野

石　橋

大平町

喜連川

那須塩原市

芳賀町

理　事

理　事

監　事

西　方

 市貝町

理　事

理　事

うつのみや市

益子町

副会長

理　事

理　事

上三川町

にのみや

副会長

理　事

理　事

監　事

足尾町

専務理事



に
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
簡
潔
に
伝

え
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
。
審
査
通

過
後
は
、
バ
イ
ヤ
ー
と
の
今
後
の
進

め
方
に
悩
む
会
員
さ
ん
を
支
援
す
る

た
め
商
品
改
良
や
商
談
の
場
に
同
席

し
て
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
加
藤
主
任
は

「
受
賞
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
そ
こ

か
ら
先
の
継
続
的
な
支
援
が
大
切
だ

と
改
め
て
実
感
し
た
」
と
語
っ
た
。

職
員
一
丸
と
な
っ
て
継
続
的
に
取
り

組
む

　

販
路
開
拓
支
援
は
各
担
当
者
だ
け

で
な
く
、
全
員
体
制
で
取
り
組
ん
で

い
る
。
恵
比
寿
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス

で
の
陶
器
市
は
職
員
が
交
代
し
て
支

援
し
た
こ
と
で
会
場
の
雰
囲
気
な
ど

感
覚
的
な
面
を
含
め
て
情
報
を
共
有

し
た
。
ま
た
、
渋
谷
キ
ュ
ー
ズ
で

P.4

伴走支援の
現場から

①
益
子
焼
関
係
団
体
振
興
協
議
会
主

催
に
よ
る
「
益
子
陶
器
市
at
恵
比
寿

ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス
」
へ
の
ブ
ー
ス

出
展

　

９
月
20
日
、
21
日
の
２
日
間
、「
益

子
陶
器
市
at
恵
比
寿
ガ
ー
デ
ン
プ
レ

イ
ス
」
に
商
工
会
ブ
ー
ス
を
出
展
し

た
。
益
子
焼
の
魅
力
を
広
く
発
信
す

る
こ
と
で
、
来
町
者
の
増
加
に
つ
な

げ
る
こ
と
や
窯
業
部
会
員
の
販
路
開

拓
等
が
目
的
だ
。

　

２
日
間
で
７
万
７
千
人
の
集
客
が

あ
り
、
職
員
も
前
日
の
準
備
を
含
め

た
３
日
間
、
事
業
者
の
出
店
を
サ

ポ
ー
ト
。
販
売
場
所
の
案
内
に
併
せ

て
需
要
動
向
調
査
も
実
施
し
た
。
首

都
圏
の
潜
在
的
顧
客
の
希
望
販
売

価
格
等
を
調
査
し
た
こ
と
で
、
今
後

の
県
外
で
の
陶
器
市
の
開
催
に
お
い

て
、
価
格
設
定
の
参
考
と
な
る
結
果

を
得
ら
れ
た
。
さ
ら
に
は
、
恵
比
寿

の
陶
器
市
に
来
場
し
た
お
客
様
が
、

11
月
に
開
催
し
た
「
益
子
秋
の
陶
器

市
」
に
も
来
場
す
る
な
ど
、
町
へ
の

集
客
に
も
つ
な
が
り
、
期
待
通
り
の

効
果
を
実
感
し
た
支
援
と
な
っ
た
。

②
益
子
町
未
来
共
創
拠
点
を
活
用
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

　

益
子
町
で
は
渋
谷
ス
ク
ラ
ン
ブ

ル
ス
ク
エ
ア
に
あ
る
「SHIBUYA

 
QW

S

（
以
下
、
渋
谷
キ
ュ
ー
ズ
）」 

を
「
益
子
町
未
来
共
創
拠
点
」
と
し

て
活
用
し
て
い
る
。
11
月
17
日
、
商

工
会
は
町
の
協
力
を
得
て
「
渋
谷
Ｑ

Ｗ
Ｓ
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
」
を
開

催
し
、
窯
業
部
会
の
会
員
事
業
者
と

益
子
焼
に
関
心
の
あ
る
18
企
業
と
の

商
談
の
場
を
設
け
販
路
開
拓
を
支
援

し
た
。

　

会
場
で
は
益
子
焼
の
作
品
を
展
示

し
、
４
事
業
者
に
よ
る
公
開
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
も
行
わ
れ
、
自
社

の
魅
力
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
ア
ピ
ー

ル
。
参
加
し
た
企
業
の
担
当
者
と
商

談
が
成
立
す
る
な
ど
の
販
路
開
拓
に

つ
な
が
っ
た
。

③
全
国
連
主
催
の
販
路
開
拓
支
援
事

業
「
バ
イ
ヤ
ー
ズ
ワ
ン
」「
バ
イ
ヤ
ー

ズ
ル
ー
ム
」
へ
の
申
請
支
援

　

益
子
町
商
工
会
か
ら
「
バ
イ
ヤ
ー

ズ
ワ
ン
」
で
は
「
益
子
の
ス
ー
プ
屋

Trois

（
ト
ロ
ワ
）」
が
審
査
を
通
過

当日は首都圏を中心に、大勢のお客様が
来場した

【全国商工会連合会賞】
益子のスープ屋Ｔｒｏｉｓ（トロワ）

「季節のスープ３種」

【審査員特別賞】
合同会社薄羽養鶏場

「たまご屋さんのフィナンシェ」

左から、黒子主任、大塚主任、谷島課長、加藤主任

益子町商工会の
販路開拓支援

　
益
子
町
商
工
会
は
「
会
員
さ
ん
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
」
を

常
に
念
頭
に
置
き
、
販
路
開
拓
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
号
で
は
、
関
係
団
体
や
町
、
全
国
連
の
事
業
の
う
ち
、
積
極

的
に
参
画
し
た
３
つ
の
事
業
を
中
心
に
、
会
員
事
業
所
が
販
路
開

拓
の
機
会
を
掴
め
る
よ
う
、
奮
闘
す
る
様
子
を
ご
紹
介
す
る
。

し
バ
イ
ヤ
ー
と
と
も
に
商
品
改
良
に

取
り
組
ん
だ
。「
バ
イ
ヤ
ー
ズ
ル
ー

ム
」
で
は
「
合
同
会
社
薄
羽
養
鶏
場
」

が
審
査
員
特
別
賞
を
、「
益
子
の
ス
ー

プ
屋Trois

」
が
全
国
商
工
会
連
合

会
賞
を
受
賞
し
た
。
受
賞
後
、
商
品

に
興
味
を
持
っ
た
複
数
の
バ
イ
ヤ
ー

と
の
商
談
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

担
当
者
の
加
藤
主
任
は
、
申
請
書

の
作
成
に
お
い
て
事
業
者
と
経
営
分

析
を
行
い
、
商
品
の
長
所
を
審
査
員

プレゼンテーション後は、自由に話せる
雰囲気で商談が進められた

商
工
会
ブ
ー
ス
の
棚
に
あ
る
作
品
な
ど
を

熱
心
に
の
ぞ
き
込
む
来
場
者
。
照
明
等
見

せ
方
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
。
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催
さ
れ
、
本
県
商
工
会
地
区
か
ら
は
、

金
田
果
樹
園
（
芳
賀
町
）
の
商
品
が

販
売
さ
れ
た
。

　

出
展
者
は
試
食
や
対
話
に
よ
り
来
場

者
に
自
社
商
品
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　

全
国
商
工
会
連
合
会
主
催
の
「
ニ
ッ

ポ
ン
全
国
物
産
展
」
が
11
月
21
日
か

ら
23
日
に
か
け
て
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
シ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
事
業
は
大
消
費
地
で
あ
る
都

心
で
展
示
販
売
会
を
開
催
す
る
こ
と

に
よ
り
、
中
小
・
小
規
模
企
業
が
開

発
し
た
商
品
の
Ｐ
Ｒ
や
販
売
力
の
向

上
等
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

全
国
か
ら
１
９
７
事
業
所
が
出
店
し
、

本
県
商
工
会
地
区
か
ら
は
、
㈲
と
ん

太
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
益
子
町
）、
㈲
天
志

古
商
店
（
壬
生
町
）
が
出
展
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
各
地
の
個
性
豊
か
な

ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
を
⼀
堂
に
集
め
、
会

場
内
に
て
物
産
展
事
務
局
が
代
理
販

売
す
る
「
ド
リ
ン
ク
ス
タ
ン
ド
」
も
開

全
国
に
向
け
て
と
ち
ぎ
の
商
品
を
Ｐ
Ｒ

　

11
月
13
日
、
14
日
の
２
日
間
、
全

国
の
地
方
銀
行
が
共
同
で
主
催
す
る

「
地
方
銀
行
フ
ー
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

が
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ

た
。
本
県
で
は
足
利
銀
行
が
主
催
銀

行
と
な
り
、
商
工
会
地
区
か
ら
は
佐

野
市
あ
そ
商
工
会
を
通
じ
て
㈲
マ
ル

テ
ー
通
商
、
御
菓
子
処
太
田
屋
、
佐

野
大
黒
屋
の
３
事
業
所
が
出
展
し
、

バ
イ
ヤ
ー
に
対
し
て
商
品
の
魅
力
を

訴
求
し
た
。

昨年度を超える約８万３千人の来場者が
訪れた。

販路開拓支援事業  ｢バイヤーズルーム｣・｢バイヤーズワン｣をご活用ください
　全国商工会連合会では、販路開拓支援事業として｢buyer’s room（バイヤーズルーム）｣と｢buyer’s one(バイヤーズワン)
を展開しています。県内会員企業のなかには、これらの事業を活用し、売上の向上に繋がった実績もあります。

buyer’s one とは？buyer’s room とは？
流通関係者等へのＰＲ、商談希望バイヤーとのマッチング
を目的に、｢審査会型ビジネスマッチング」形式で開催。
各賞の受賞により、商品の付加価値向上につながる。

第一線で活躍するバイヤーが支援し「売れる商品づくり」
をサポート。審査を通過した商品を対象に、商品開発・改
良から販路開拓まで一気通貫の支援を行う。

バイヤーズルームＨＰ バイヤーズワンＨＰ

例年、募集時期が決まっています。最新情報は下記ＨＰを
ご覧頂くとともに、お近くの商工会にご相談ください。

▶益子町商工会の益子のスープ屋 Trois は
「まるごと人参のポタージュ」を出品し、バイ
ヤーと一緒に商品改良に取り組んだ。【審査員特別賞】

那須烏山商工会
㈱グッドライフ
甘食 かけるあんこ「苺あん」

【審査員特別賞】
喜連川商工会
浅野食肉㈱　

「あさの豚ハンバーグ」

Ｒ７年度　県内商工会地区受賞企業・商品紹介
（益子町商工会はｐ４に掲載）

地方銀行
フードセレクション 2025

Ｂ
to
Ｂ
形
式
で
バ
イ
ヤ
ー
に
自
社
商
品
を
Ｐ
Ｒ

の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
担
当
し

た
黒
子
主
任
は
「
こ
れ
ま
で
参
加
さ

れ
な
か
っ
た
事
業
所
も
興
味
を
持
っ

て
く
だ
さ
り
、
参
加
者
が
増
え
た
こ

と
が
嬉
し
い
」
と
語
る
な
ど
、
継
続

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
が
伺
え

た
。
バ
イ
ヤ
ー
ズ
ル
ー
ム
を
担
当
し

た
加
藤
主
任
は
「
日
頃
か
ら
会
員
さ

ん
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
一
歩

踏
み
込
ん
だ
支
援
が
で
き
る
よ
う
心

掛
け
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　

き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
う
た
め

に
も
、
職
員
が
連
携
し
て
情
報
を
収

集
し
、
日
頃
か
ら
迅
速
に
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
等
で
発
信
し
て
い
る
。
大
塚
主

任
は
「
会
員
さ
ん
が
必
要
と
し
て
い

る
情
報
を
察
知
で
き
る
よ
う
日
常
の

対
話
と
傾
聴
を
大
切
に
し
て
い
る
」

と
語
り
、
谷
島
課
長
は
「
職
員
は
み

ん
な
忙
し
い
中
、
一
丸
と
な
っ
て
頑

張
っ
て
く
れ
て
い
て
誇
ら
し
い
。
こ

れ
か
ら
も
会
員
企
業
の
た
め
の
商
工

会
と
し
て
日
々
努
力
し
て
い
く
」
と

語
っ
た
。

　

今
後
も
商
工
会
は
会
員
企
業
の
発

展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、
経
営
発
達

支
援
計
画
の
重
点
支
援
先
の
一
つ
で

あ
る
益
子
焼
事
業
者
の
販
路
開
拓
を

は
じ
め
と
し
た
各
種
支
援
に
、
伴
走

型
補
助
金
等
も
活
用
し
な
が
ら
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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商
工
会
法
施
行
６５
周
年
記
念
「
商
工
会
栃
木
県
大
会
」
の

　
　
　
大
会
決
議
に
よ
る
要
望
書
を
県
と
県
議
会
に
提
出

　

11
月
13
日
、
商
工
連
薄
井
会
長
、

佐
藤
副
会
長
、
大
森
副
会
長
等
は
、

10
月
28
日
に
開
催
し
た
商
工
会
法
施

行
65
周
年
記
念
「
商
工
会
栃
木
県
大

会
」
の
大
会
決
議
を
受
け
て
、
知
事

及
び
県
議
会
議
長
に
要
望
書
を
提
出

し
た
。

　

企
業
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
と
稼

ぐ
力
の
強
化
に
向
け
て
の
支
援
の
拡

充
や
、
小
規
模
補
助
金
の
確
保
、
並

び
に
広
域
支
援
体
制
の
整
備
、
さ
ら

に
、
老
朽
化
が
激
し
い
商
工
会
館
の

安
全
対
策
等
が
必
要
不
可
欠
と
し
て
、

県
の
支
援
を
求
め
た
。

▶
知
事
に
要
望
書
を
手
交
す
る
薄
井
会
長
と

佐
藤
副
会
長
、大
森
副
会
長
、青
木
専
務
理
事

要望書の内容を基に、意見交換等を行った

池田県議会議長（左から４番目）に要望書を提出した

３団体合同で県と県議会に要望

　

12
月
１
日
、
県
内
商

工
３
団
体
が
「
地
域
経

済
活
性
化
と
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
成
長
・

持
続
的
発
展
の
た
め
の

要
望
書
」
を
福
田
富
一

知
事
と
池
田
忠
県
議
会

議
長
に
提
出
し
た
。

　

要
望
書
は
、
商
工
連

（
薄
井
正
明
会
長
）
の
ほ

か
、
県
中
小
企
業
団
体

中
央
会
（
横
倉
正
一
会

長
）、
県
商
店
街
振
興
組

　

県
女
性
連
（
山
田
祐
子

会
長
）
は
12
月
３
日
、
千

葉
県
商
工
会
連
合
会
の
大

髙
衛
副
会
長
（
山
武
市
商

工
会
長
）を
講
師
に
招
き
、

「
企
業
を
磨
く
商
工
会
の

活
用
方
法
」
と
題
し
、
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　

大
髙
氏
は
知
人
の
勧

め
で
商
工
会
に
加
入
し
た

も
の
の
、
加
入
当
初
は
ど

ん
な
組
織
か
よ
く
分
か
ら

ず
、
存
在
意
義
を
見
出

せ
ず
に
過
ご
し
た
時
期
も

あ
っ
た
。

商
工
会
を
活
用
し
更
な
る
事
業
の
繁
栄
を
目
指
す

女性部リーダー等セミナーを開催

　

そ
の
当
時
、
家
業
で
あ
る
醤
油

製
造
業
の
業
績
が
優
れ
ず
悩
む
日
々

が
続
い
た
が
、
青
年
部
活
動
で
知
り

合
っ
た
仲
間
の
助
言
で
、
経
営
指
導

員
に
相
談
を
持
ち
か
け
、
何
と
か
企

業
の
危
機
を
乗
り
越
え
た
経
験
を
持

つ
。
商
工
会
は
、
人
を
繋
ぎ
、
時
に

は
仲
間
で
支
え
合
い
、
真
正
面
か
ら

相
談
で
き
る
職
員
が
い
る
。
そ
れ
を

活
か
す
か
ど
う
か
は
自
分
次
第
。
女

性
部
活
動
も
ア
イ
デ
ア
次
第
で
活
発

化
で
き
る
可
能
性
は
あ
る
と
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
自
身
の
経
験
談

で
と
て
も
説
得
力
が
あ
っ
た
」、「
ま

ず
は
動
い
て
み
る
行
動
力
を
持
た
な

け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
っ
た
声
も

あ
り
、
今
後
の
事
業
所
繁
栄
や
女
性

部
活
動
へ
の
意
欲
が
高
め
ら
れ
た
内

容
と
な
っ
た
。

合
連
合
会
（
長
島
俊
夫
理
事
長
）
の

連
名
に
よ
る
も
の
。

　

県
と
県
議
会
、
商
工
団
体
と
の
緊

密
な
連
携
の
下
、”明
日
の
と
ち
ぎ
“を

見
据
え
、
な
お
一
層
の
支
援
施
策
の

拡
充
・
強
化
を
求
め
る
べ
く
、
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
対
策
予
算
の

拡
充
を
は
じ
め
、
物
価
高
騰
対
策
及

び
適
正
な
価
格
転
嫁
に
向
け
た
支

援
、
米
国
関
税
措
置
の
影
響
を
受
け

る
事
業
者
へ
の
支
援
等
、
11
項
目
を

要
望
し
た
。

知事に要望書を手交する薄井会長



P.7

　

第
62
回
商
工
会
全
国
大
会

が
、
11
月
10
日
、
渋
谷
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。
全
国

各
地
の
商
工
会
長
や
役
員
等
約

２
４
０
０
人
が
出
席
、
本
県
か
ら

は
福
田
徳
一
商
工
連
会
長
を
は
じ

め
70
人
が
参
加
し
た
。
大
会
で
は

来
賓
と
し
て
、
岸
田
文
雄
内
閣
総

理
大
臣
、
西
村
康
稔
経
済
産
業
大

臣
等
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

森
義
久
全
国
連
会
長
は
、
会
長

挨
拶
で
「
商
工
会
は
、
様
々
な
各

種
支
援
策
を
い
ち
早
く
中
小
・
小

規
模
事
業
者
に
届
け
る
な
ど
、
地

域
の
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
の

機
能
を
着
実
に
発
揮
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
商
工
会
に
は
大
き
な
社

会
的
役
割
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、

特
に
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
お

け
る
販
路
開
拓
や
第
三
者
承
継

を
含
む
事
業
承
継
支
援
、
自
然

災
害
等
に
備
え
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
な
ど
、
中
小
・
小
規
模
事

業
者
の
新
た
な
支
援
ニ
ー
ズ
に
対

し
、
伴
走
支
援
を
通
じ
て
的
確
に

応
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
今
後
も
、
商
工
会
は
唯
一

無
二
の
地
域
総
合
経
済
団
体
と
し

て
、
地
域
経
済
の
持
続
的
か
つ
安

定
的
な
発
展
、
ひ
い
て
は
新
し
い

資
本
主
義
の
実
現
に
も
寄
与
し
て

い
け
る
よ
う
邁
進
し
て
い
く
」
と

語
っ
た
。

　

大
会
は
意
見
表
明
に
続
き
、
６

項
目
の
大
会
決
議
を
採
択
し
た

後
、
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰
、
全

国
連
会
長
表
彰
等
が
行
わ
れ
、
本

県
か
ら
役
員
功
労
者
な
ど
28
名
と

事
業
推
進
優
良
商
工
会
等
表
彰
と

し
て
、
益
子
町
商
工
会
と
粟
野
商

工
会
が
表
彰
さ
れ
た
。

（
受
賞
者
名
は
下
記
に
記
載
）

中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

役
員
功
労
者

に
の
み
や	

副
会
長　

上
野　

淑
雄

　
　

〃	

監　

事　

上
野　
　

裕

塩　

谷　

町	

理　

事　

金
井　
　

弘

　
　

〃	

監　

事　

鈴
木　

正
美

優
良
青
年
部

氏
家
商
工
会
青
年
部

優
良
常
勤
役
職
員

塩　

谷　

町	

主　

事　

廻
谷
て
る
み

商
工
会
連
合
会	

主　

査　

手
塚　

幸
伸

全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

役
員
功
労
者

矢　

板　

市	

理　

事　

佐
野　

幸
隆	

　
　

〃	

理　

事　

白
石　

盛
道

う
つ
の
み
や
市	
理　

事　

髙
久　

剛
一

粟　
　
　

野	
監　

事　

大
塚　

順
一

足　

尾　

町	

理　

事　

神
山　

洋
子

茂　

木　

町	

理　

事　

石
川　

修
子

　
　

〃	

理　

事　

大
兼　

崇
瑞

　
　

〃	

理　

事　

高
林　

辰
彦

　
　

〃	

理　

事　

桧
山　

拓
也	

壬　

生　

町	

理　

事　

篠
原　

弘
樹

野　

木　

町	

副
会
長　

神
谷　

光
一

　
　

〃	

理　

事　

大
髙　

和
広

　
　

〃	

理　

事　

中
田　

拓
司

　
　

〃	

理　

事　

岩
波　

辰
雄

小
山
市
お
も
い
が
わ	

理　

事　

長　
　

伸
久 

　
　

〃	

理　

事　

松
本　
　

悟

大　

平　

町	

理　

事　

植
原　

和
信

　
　

〃	

理　

事　

田
村　

浩
昭

　
　

〃	

理　

事　

福
島　

鉄
典

藤　

岡　

町	

理　

事　

石
田　

光
一

　
　

〃	

理　

事　

宮
坂　
　

聖

　
　

〃	

理　

事　

茂
呂　

晃
男

岩　

舟　

町	

監　

事　

松
井　
　

久

都　

賀　

町	

理　

事　

栃
木　

孝
夫

　
　

〃	

理　

事　

青
木　

国
宏

塩　

谷　

町	

理　

事　

斎
藤　

俊
雄

氏　
　
　

家	

理　

事　

小
菅　

哲
男

高
根
沢
町	

理　

事　

石
川　

征
男

　
　

〃	

理　

事　

見
目　

哲
男

　
　

〃	

理　

事　

黒
崎　

正
芳

　
　

〃	

監　

事　

加
藤　

昭
志

那
須
烏
山	

理　

事　

佐
藤　
　

正

黒　
　
　

羽	

理　

事　

菊
池　

正
明

晴
れ
の
表
彰　
53
名
・
２
団
体

表
彰
基
準
日　

令
和
７
年
３
月
31
日
（
敬
称
略
）

　

第
65
回
商
工
会
全
国
大
会
が
11
月
20

日
、
渋
谷
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
て
開
催

さ
れ
た
。
全
国
各
地
の
商
工
会
長
や
役

員
等
が
出
席
し
、
本
県
か
ら
は
薄
井
正

明
商
工
連
会
長
を
は
じ
め
、
91
名
が
参

加
し
た
。

　

大
会
冒
頭
、
森
義
久
全
国
連
会
長
は

「
地
域
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
日
本
全
体

は
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
中
心
に
立
つ
の

が
商
工
会
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
地
域

に
根
差
し
た
伴
走
支
援
の
中
核
機
関
で

あ
り
、
事
業
者
の
課
題
を
共
に
見
つ
け
、

共
に
解
決
し
、
成
長
へ
と
導
く
。
こ
れ

第65回
商 工 会
全国大会

大 会 決 議
１．中小企業・小規模事業者向け支援施策の

大幅拡充
１．地方創生実現に向けた支援施策の実施
１．最低賃金の引き上げ等に伴う社会保険料

等の負担軽減
１．災害からの復旧・復興とリスク管理の強化
１．小規模事業者の活動を後押しする税制・

金融制度の整備
１．小規模事業者を支える商工会の機能・組

織力向上

全国大会では、６項目の大会決議が
決定した

来賓挨拶をする高市早苗
内閣総理大臣

事
業
者
の
課
題
を
共
に
見
つ
け
、
解
決
し
、

　
　 

成
長
へ
と
導
く
こ
と
が
商
工
会
の
使
命

が
商
工
会
の
使
命
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
と
し
て
出
席
い
た
だ

い
た
高
市
早
苗
内
閣
総
理
大
臣
は
「
地

域
を
支
え
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
皆
様
と
共
に
、
我
が
国
の
未
来
を

切
り
拓
く
た
め
の
政
策
を
実
行
し
て
い

く
が
、
こ
の
効
果
を
地
域
の
隅
々
に
ま

で
行
き
渡
ら
せ
る
に
は
、
地
域
に
密
着

し
て
活
躍
す
る
商
工
会
の
協
力
が
不
可

欠
」
と
挨
拶
し
た
。

　

大
会
は
、
６
項
目
の
大
会
決
議
を
採

択
し
た
後
、
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰
、

全
国
連
会
長
表
彰
等
が
行
わ
れ
、
本
県

か
ら
役
員
功
労
者
表
彰
な
ど
53
名
と
、

優
良
青
年
部
と
し
て
氏
家
商
工
会
青
年

部
、
事
業
推
進
優
良
商
工
会
等
表
彰
で

は
益
子
町
商
工
会
が
表
彰
さ
れ
た
。

（
受
賞
者
名
は
下
記
に
記
載
）

黒　
　
　

羽	

監　

事　

松
本　
　

清

那　

須　

町	

理　

事　

土
田　

陽
吉

　
　

〃	

理　

事　

平
山　
　

努

　
　

〃	

理　

事　

阿
久
津
靖
彦

足
利
市
坂
西	

理　

事　

阿
部　

恵
子

青
年
部
役
員
功
労
者

益
子
町
商
工
会
青
年
部

	

副
会
長　

山
﨑　
　

純

矢
板
市
商
工
会
青
年
部	

	

監　

事　

漆
原　

邦
和

女
性
部
役
員
功
労
者

西
方
商
工
会
女
性
部	

	

副
会
長　

青
木　

彩
季

佐
野
市
あ
そ
商
工
会
女
性
部	

	

理　

事　

大
関　

玲
子

優
良
常
勤
役
職
員

に
の
み
や	

課　

長　

斉
藤　

正
雄

大　

平　

町	

主　

任　

鈴
木　

正
宜

那
珂
川
町	

課　

長　

細
野　
　

誠

　
　

〃	

主　

任　

若
色　

由
江

商
工
会
連
合
会	

主　

任　

髙
橋　

理
恵

事
業
推
進
優
良
商
工
会
等
表
彰

組
織
統
一
推
進
枠
部
門

　

 

会
員
増
強
運
動

益
子
町
商
工
会
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刷

　容器包装リサイクル法（以下「法」）により、「容器」「包装」を使って商品を売ったり、「容器」をつくっている
事業者は、再商品化（リサイクル）の義務を負う可能性があります（但し、小規模事業者は除きます）。
　下記について今一度ご確認ください。

　平成 12 年 4 月の「法」の完全施行時まで遡及して義務を履行していただく（再商品化

委託申込を行っていただく）必要がありますのでご注意ください。

■詳細はこちらをご覧ください：協会ホームページ URL：https://www.jcpra.or.jp

“リサイクル協会”で検索いただくと、再商品化委託申込に関する情報を掲載しています。　

① 【再商品化（リサイクル）の義務】を負う特定事業者に該当するか否か

② ｢特定事業者｣でありながら、再商品化義務を履行していない場合

公益財団法人日本容器包装リサイクル協会コールセンター　（TEL：03－5251－4870）にご相談ください。

HPはこちらから

○△スーパー

申込期限
令和８年２月13日 容器包装のリサイクル  ～令和８年度の再商品化委託申込受付中～

チェック
ポイント

法改正に伴い、下記のとおり、
名称変更・用語の見直しもあります。

※取適法・振興法の
詳細は、公正取引委
員会（取適法）、中小
企業庁（振興法）の
ＨＰをご確認ください。

公取委
ＨＰ

中企庁
ＨＰ

厚生労働省、中小企業庁では、
　最低賃金引き上げに伴う支援・後押しを強化しています
最低賃金引き上げを受けて賃上げに取り組む事業者向けに、各種助成金・補助金制度による支援を行っています。

（例）業務改善助成金、キャリアアップ助成金、ＩＴ補助金、ものづくり補助金、省力化投資補助金（一般型）　等

また、助成金と補助金を組み合わせてご利用いただくことも可能です 　※同一の補助対象（設備等）に対する重複利用は不可

詳細は上記ＱＲコード「厚生労働省賃金引き上げ特設ページ」、「中小企業ミラサポ plus」 にてご確認ください。

厚労省 HP ミラサポ plus


